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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月5日(2017.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寛容を誘導し、腸管バリアの完全性を強化し、及び炎症を低減する効果を有する組成物
であって、（ａ）１以上の短鎖脂肪酸若しくは短鎖脂肪酸誘導体；（ｂ）少なくとも１の
ＧＰＲ１０９リガンド；（ｃ）少なくとも１のＧＰＲ４３リガンド；（ｄ）少なくとも１
のヒストンデアセチラーゼ（ＨＤＡＣ）阻害剤；（ｅ）１以上の、クロストリジウムクラ
スターＩＶ、クロストリジウムクラスターＸＩＶａ、若しくはクロストリジウムクラスタ
ーＸＶＩＩＩに属する細菌由来の抗原；（ｆ）フラジェリンポリペプチド；又は（ｇ）（
ａ）～（ｄ）のうちの少なくとも１と（ｅ）～（ｆ）のうちの１との組み合わせを含む、
組成物。
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【請求項２】
　（ａ）が酪酸塩、イソ酪酸塩、プロピオン酸塩、酢酸塩、トリブチリン、酪酸ピバロイ
ルオキシメチル、及びモノアセトングルコース　３－ブチラートから成る群から選択され
る、請求項１の組成物。
【請求項３】
　（ａ）が酪酸塩である、請求項１又は２の組成物。
【請求項４】
　（ａ）が酪酸塩、イソ酪酸塩、プロピオン酸塩、及び酢酸塩の、塩の混合物である、請
求項１の組成物。
【請求項５】
　（ｆ）がフラジェリン、フラジェリン様配列、フラジェリンの成分、ＣＢｉｒ１、Ｆｌ
ａ－Ｘ、ＦｌｉＣ、ＦｌｉＤ、ＦｌｇＫ、ＦｌｇＣ及びＦｌｇＥから成る群から選択され
る、請求項１の組成物。
【請求項６】
　（ｆ）がフラジェリンである、請求項１の組成物。
【請求項７】
　（ｅ）の細菌が、クロストリジウムクラスターＩＶからの細菌とクロストリジウムクラ
スターＸＩＶａからの細菌との組み合わせ、又はクロストリジウムクラスターＩＶからの
細菌とクロストリジウムクラスターＸＶＩＩＩからの細菌との組み合わせ、又はクロスト
リジウムクラスターＸＩＶａからの細菌とクロストリジウムクラスターＸＶＩＩＩからの
細菌との組み合わせ、又はクロストリジウムクラスターＩＶからの細菌、クロストリジウ
ムクラスターＸＩＶａからの細菌及びクロストリジウムクラスターＸＶＩＩＩからの細菌
の組み合わせを含む、請求項１の組成物。
【請求項８】
　寛容を誘導し、腸管バリアの完全性を強化し、及び炎症を低減する効果を有する組成物
であって、酪酸塩及びフラジェリンを含む、組成物。
【請求項９】
　寛容を誘導し、腸管バリアの完全性を強化し、及び炎症を低減する効果を有する組成物
であって、酪酸塩、イソ酪酸塩、プロピオン酸塩、及び酢酸塩の、塩の混合物並びにフラ
ジェリンを含む、組成物。
【請求項１０】
　組成物を結腸粘膜に選択的に指向する送達システムを更に含む、請求項１～９のいずれ
か１項の組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物及び医薬的に許容可能な成分を含む、医
薬組成物。
【請求項１２】
　寛容を誘導し、腸管バリアの完全性を強化し、及び／又は炎症を低減するための、請求
項１～１０のいずれか１項の組成物又は請求項１１の医薬組成物。
【請求項１３】
　自己免疫疾患、炎症性疾患、アレルギー疾患、及び感染性疾患から選択される少なくと
も１の疾患を治療し、治療補助し、重篤度を低減し、又は予防するための、請求項１～１
０のいずれか１項の組成物又は請求項１１の医薬組成物。
【請求項１４】
　寛容を誘導し、腸管バリアの完全性を強化し、及び／又は炎症を低減するための医薬を
製造するための、請求項１～１０のいずれか１項の組成物又は請求項１１の医薬組成物の
使用。
【請求項１５】
　自己免疫疾患、炎症性疾患、アレルギー疾患、及び感染性疾患から選択される少なくと
も１の疾患を治療し、治療補助し、重篤度を低減し、又は予防するための医薬を製造する
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ための、請求項１～１０のいずれか１項の組成物又は請求項１１の医薬組成物の使用。
【請求項１６】
　クロストリジウムクラスターＩＶ、クロストリジウムクラスターＸＩＶａ、又はクロス
トリジウムクラスターＸＶＩＩＩに属する細菌に発現する抗原に特異的なＴ細胞の活性化
を決定する方法であって、（ａ）該抗原を認識する細胞を含むと疑われる被験体由来の試
料を提供する工程；（ｂ）試料と該抗原のエピトープを含有するＭＨＣクラスＩＩテトラ
マー複合体とを接触させる工程；及び（ｃ）試料の細胞とエピトープを含有するＭＨＣク
ラスＩＩテトラマーとの結合が生じているか否か決定する工程を含む、方法。
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